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１．概要（Summary） 

本研究では、これまでに我々の研究グループで開発さ

れたマイクロ PIV システム[1]を用い、マイクロチップにお

ける赤血球の流れ計測を試みている。使用するマイクロチ

ップの作製について、広島大学微細加工プラットフォーム

の支援を受けた。 

 

２．実験（Experimental） 

フレームストラドリング機能のある2台のカメラヘッドを持

つ高速ビジョンプラットフォーム(IDP-Express)、GPU ボ

ード(Tesla c2075;NVIDIA Co., USA)、パソコン(PC)、

倒 立 型 顕 微 鏡 と 幅 7 mm の マ イ ク ロ 流 量 チ ッ プ

(MWA-MCFANbasic;Kikuchi Microtechnology Co., 

Japan)、電動シリンジポンプ(KDS200; KD Scientific 

Inc., USA) で構成される実時間マイクロ PIVシステムの

構築を行い、作製したマクロチップ内の流れをPIVシステ

ムにより計測する。マイクロチップは赤血球の大きさが 

7-8 µmであることから、比較的狭い流路幅 10 µmおよび

30 µmの設計（設計・T-CAD用ワークステーション）をし、

マスクレス露光装置を用いて PDMS流路を作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に構築した実時間マイクロ PIV システムの外観

を示す。マイクロ PIV システム及び赤血球を想定したトレ

ーサーを用いて流れ計測を試みたが、マイクロ流路内でト

レーサーやゴミが詰まり計測が困難となった。詰まってし

まったマイクロチップの様子を Fig. 2に示す。赤血球のよ

うな 10 µm 以下の粒子の流れを計測する場合は、マイク

ロチップに親水化処理を施すことや、PDMS 以外の材質

を使用するなどの対策が必要になると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

PIV と は 粒 子 画 像 流 速 測 定 法 (Particle Image 

Velocimetry)の略であり、気体や液体の流れ場に粒子を

混入し、粒子が流れに追随することを前提に粒子の移動

から流れの速度分布を定量計測する技術である。 
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Fig. 1. Real-time micro PIV system 

Fig. 2. Micro-chip 


